
（様式⑦-1　小学校・中学校） 令和５年度
　

★研究授業，公開授業に取り組み，問題解
決的な授業づくりをする。

授業検討会，研修により，
授業の見直しを行い改善
していく。

実践報告
日々の授業
の様子

年度末
11
月

◎ ◎

問いと見通しのある授業づくりに取り組み、
ふりかえりを検証し、授業を改善・デザイン
していく。

「どの方法が、自分にあっ
た勉強の仕方か考えてい
ますか。」の質問に対して
８５％以上

質問紙の検
証

年度末
11
月

〇 ◎

●挨拶指導の徹底
挨拶をすることを通年の目標にし，生徒指
導・児童会であいさつの取り組みを進める。

あいさつの大切さについて
の指導，あいさつ運動，
キャンペーンの実施

取組の検証
学校アン
ケート 年度末

11
月

〇 ◎

個に応じた指導により成就感・達成感を得ら
れるようにし，自己肯定感を高める。

「自分にはよいところがあ
る」の質問に対して８５％
以上

質問紙の検
証

年度末
11
月

◎ ◎

体
力
向
上

心身の健康の保持と体力の向上を
図る。

自分の課題に気づき、それを克服するため
の練習方法を実践することで、自己調整力
の向上をめざす。

体育の授業の最後に学習したこ
とを振り返る活動があることで
「できたりわかったりすることが
あるか」で肯定的な評価が８５％
以上

全国体力・
運動能力，
運動習慣等
調査

年度末
11
月

〇

・コロナ禍で低下した体力を戻しつつ、ケ
ガを回避し安全に過ごすことを優先とし
た1年。
・体育の授業では動画などを活用し、自
分の姿を振り返ることができ、技術向上
につなげる姿がみられた。

〇

学校アンケートの朝ごはんの項目
について、「食べていない」回答が
８％いることに驚きを隠せない。仕
組みとして何かできることはないか

と感じる。

★中学校区内での授業研究や授業交流の
実施、および合同研修を通して、相互理解
を深める

各学期に南八下中学校や
八下西小学校との交流１
回程度

実施報告 年度末
11
月

〇 ◎

ホームページを中心とした情報発信の継
続，充実させる。

学校教育自己診断アン
ケートの回答で，90％以上

学校アン
ケート

年度末
11
月

◎ ◎

●地域人材を積極的に活用し，地域ととも
に歩む学校づくりを進める。

地域人材活用数・地域と
のかかわりの増加

実践報告 年度末
11
月

◎ ◎

◎

心
の
教
育

学
力
向
上

授
業
改
善

◎

問題解決的な学習を通して、自身
の学びの過程や変容を自覚し、次
の学びに活かすことのできる児童
を育成する。
 粘り強い取り組みのなかで、自ら
の学習を調整しようとするを児童を
育成する。

校長　　木嶋　美雪

確かな学びの現状
 令和３年度よりICTを効果的に活用する授業作りを進め、令和4年度は、「主体的に問題解決にあたる児童の育成」
に重点を置いて授業改善を行った。令和４年度のすくすくウォッチの学力テストでは、教科横断型のわくわく問題にお
いて全体的な学力の底上げが図られていると同時に、特に中低位層の人数が減少し，上位集団へ移行している様子
が見て取れた。しかしながら、学力は向上しているが、CBT調査の児童アンケートにおける主体的に学習する態度の
質問項目において、４，５，６年ともに前年度より低下がみられた。その結果を踏まえて、本年度は児童が自ら学びを
探究できるようになるために、自己調整力の育成を重点目標とする。

豊かな心・健やかな体の現状
　授業改革が進み，全国体力・運動能力、運動習慣調査の結果では、体育の授業が楽しいと答えた児童は男女ともに８
０％近くで平均より高い。しかし，ほとんどの学年で反復横跳びの記録が堺市平均より低くなっている。自分の体力の状況
を踏まえ，体力向上を試みる取組を行っていく。
「近所の人にあった時は挨拶をしていますか」CBT調査では肯定率が８５％を上回っているが，地域への興味参画意識は
低い傾向にある。自己肯定感を高め，ひとりひとりの人権を大切にし個性を生かした集団づくりが必要だと考える。

学校関係者評価

達成状況(年度末)大
項
目

 2023年度　重点目標
　　　〇自己調整力の育成
　　　　　　・自ら学びをデザインし主体性を持って参加できる教育活動　　　　　　・自分も他者も尊重し自主的に人と関わる行動ができる

自己評価

中学校区におけるめざす子ども像
                              豊かな心を持ち，自分の良さを知り，人とつながり協働する子

堺市立南八下小学校

中
項
目

児童が自身の学びの過程や変容を自覚で
きる仕組み（ふりかえり・家庭学習・ルーブ
リック）を検討し、児童の自己調整力の向上
をめざす。

主体的に学習する態度の
質問項目の肯定的な回答
の増加

信
頼
さ
れ
る
学
校

年度末

評価時期

CBT調査ア
ンケート

評価方法

豊かな人権感覚の育成と特別支援
教育の充実を図る。

進捗確認
（～○月）

具体目標

夏の３校合同研修、授業研究会への参
加、フリー参観日への参加など、交流の機
会は増。管理職だけではなく、教務も定期
的に情報交換をしていることも３校連携の
鍵となっている。
HPだけではなく、Tetoruにて容易に情報
発信ができるようになった。学校HPの更新
頻度を上げたことと、GIGA委員会による
HPで児童からの発信もあり、より学校の様
子を理解していただけるようになった。数
値についてはアンケート結果待ち。
地域のお祭りへの参加、町探検、芋ほりな
どで地域の多くの方々のお世話になって
いる。これから、昔遊びや餅つきなども実
施予定。

学習への取り組み方の課題を分析
し、児童の自己調整力を育成す
る。

コロナ禍で中止していたあいさ
つの日を再開し、地域の厚生保
護女性会の方や、PTA役員の
方にも定期的に来ていただいて
いる。また、生活指導担当より、
朝の会にてあいさつの大切さに
ついて話をする機会を設けてい
る。
学力調査にて「自分には良いと
ころがある」と回答した児童は
91.8%で、自己肯定感は高いと
感じていると言える。

11
月

校長より(年度末)
急速な時代の変化とともに学び方が変わりつつある中で、養うべき資質・能力を身に付けるための学校改革が求められている。教育現場の環
境整備、指導者である職員の意識改革と授業力向上、そして保護者や地域など、学校を取り巻く社会による学校の変化に対する理解と教育へ
の協力がより必要となる。学習者のモデルとして職員が学び続けることができる労働環境を整え、授業の充実を核とした学校経営を目指してい
く。更に、これからの時代、より一層必要とされる道徳感についても、教育活動と学校内外での多様な人たちとの関わりの中で児童が試行錯誤
しながら成長し、職員は児童にとって善き伴走者になれるように研修を進めていきたい。

・働き方改革と、発展的な学
習とのバランスをどのように
とっていくのかは気になる部
分。・自分で取りに行く情報
を扱った活動だけではなく、
新聞など与えられる情報に

も触れる機会を持ち、視野を
広げていけるといい。

・年間を通してあいさつの日などの
啓発活動を実施。学校アンケートに
て肯定的回答が高学年90％に対し
低学年が79％。来年度に向けて要
改善。
・自己肯定感についても個人差や
学年の特徴もあるが、全体的に肯
定的な回答が多い。授業の中でも
他者の良さについて考える場面が
増えてきている。

・運転中、横断歩道で止まった
ら、渡り終わった低学年の児童
が立ち止まってあいさつをして
くれたことがあった。日常的に
あいさつが積極的にできる児

童の姿は素晴らしい。
・人権教育や道徳の授業で、社
明運動の入選作文をぜひ活用

してほしい。

学校関係者評価者から(年度末)
２，３学期の給食費が無償化されたことによる負担削減はよかった。環境改善に向けて必要なこ
とは提案してほしい。地域全体として、人口減少が今後の課題。町内の人口バランスにより、数
年後には激減する可能性がある。また、南八下小学校に近いのに学区の関係で他の学校に通
う家庭もあったり、八下西小学校の児童数の変化などの状況も踏まえ、今後は柔軟な学区調整
が必要なのではないか。

地
域
協
働

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

確
か
な
学
び

・5年生の防災教育と連携し
た地域の防災訓練のための
ポスター、体育館への掲示
物、啓発動画の作成は素晴
らしい取り組みだった。ぜひ
地域会館や区役所にも掲示
したい。また、地域会館で行
うイベント時に子どもたちも
参加する機会があるとあり

がたい。

・短期的な自己調整だけで
はなく、自分の将来のキャリ
アやなど長期目標に向かっ
て日々の教育も編成がなさ

れるとありがたい。

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

・中学校区内の連携については、本年度
の情報交換から、来年度は物理的に交
流を深めていく方向。
・情報発信については、学校教育自己診
断アンケートの回答にて９５％。HPの閲
覧数だけではなく、Tetoruの活用率も9割
以上になり、情報が得やすい状況になっ
た。
・月１度のあいさつの日の他に、校区探
検、もちつき、昔遊びなどで地域の方々
にお世話になった。さらに、５年生の総合
活動による防災の取り組みで、ポスター
を作ったり、防災訓練に参加させていた
だく機会があった。来年度に向けて、より
一層関りを強めたい。

・単元の中で自身の学びの過程や
変容を自覚できる児童は増えてき
ていることから、自己調整力が着々
と養われている様子が見られた。
・児童の学び方にも変化が現れ自
主的に取り組む姿も増えてきた。

全国学力調査の結果,
主体的に学習する態
度の質問において、向
上したとの回答数が昨
年より20％増

各学年１回の校内研究授業を
実施。問題解決型学習の実現
に向けて自己調整力を養うため
に授業改善をしている。問いの
ある授業から振り返りまで、全
学年で取り組んでいる。
研究授業以外、どの教科でも実
施できるようさらに研究を進め
る。
アンケートについては、１２月に
実施予定。

学校情報の積極的な発信を行うと
ともに，地域の中にある学校とし
て，地域人材の力を借りながら　中
学校区全体として地域とのつなが
りを深める。

・研究授業を実施するたびに授業
内容が改善されていくことを実感。
子どもたちの様子の変化が職員の
原動力にもなっている。
・学び方を選択できる児童も増えて
きている。
・アンケートについては、年度末に
実施し1学期との変化を見る予定。
（現時点では未実施）

判断基準
（評価のものさし）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

全国体力・運動能力，運動
習慣等調査より，男子は肯
定的意見が85.7%，女子は

77.8％だった。


